
通 算 3 1 5 1 回 

2 0 2 3 年 2 月 1 7 日 

第 ２ ４ 回 例 会 

                          本日の例会 

 国歌斉唱・Ｒソング斉唱 

 会長の時間 

 幹事報告・出席率報告 

 寄付の申し出 

 Ｒの友紹介 

 平和構築と紛争予防月間  外部卓話   

 寄付カード 

             青木一幸 会長 
                                          

        ｿﾝｸﾞﾘｰﾀﾞｰ 有村知洋委員

    ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ   小笠原賢治委員長 
 

      青木一幸 会長 

 

         ㈱メインテック代表  小田 孝志 様 

 
              
      会長 青木一幸 

    

 皆さん、こんにちは。 

 既にご承知かと思いますが、改めて申し上げます

と、今月は「平和構築と紛争予防月間」です。ウクラ

ウナとロシアとの戦争が勃発して約１年が過ぎようと

しています。そんな中にあって、われわれ民間が果た

せる役割は何なのか、ニュース映像をみながら少し諦

観な気分になりつつも、それでも私たちは考えつづけ

なければならないのだろうと思います。 

 そんな今月の意味合いも含めて、渡辺国際奉仕委員

長には本日の外部卓話を企画いただいたものと感謝を

いたします。後ほど詳しいご紹介があると思います

  国 歌  「君が代」           

  Ｒ Ｓ  「我等の生業」 

が、本日は、東京お茶の水ロータリークラブのパスト

会長でもありました小田孝志さまより卓話をいただく

こととなりました。小田様、本日は遠路、当クラブに

お越しをいただきまして、誠に有難うございます。 

 題目は「風化するノモンハン事件の跡地を訪ねて」

ということで、まさに日ロ間というか、正確には満州

国とモンゴル間の国境紛争となったノモンハン事件に

まつわるお話をいただけるとのことです。皆さん、楽

しみにしていただければと思います。 

 さて、平和構築と紛争予防のために、まず私たちが

取り組むべきことは何か。それは、第一には客観的な

事実認識であろうと思います。 

 この点、先般のＩＭでの湯浅前陸上幕僚長のお話

は、今まさに起こっていることの現実について詳細か

つ貴重な情報を得る良い機会になったのではと思いま

す。そうした知見を広げる機会を提供することはロー

タリー活動の重要な役割ではないかと思います。 

 そして２つめに、これまでの世界各国で起こった紛

争事例のケーススタディを学ぶこと、言い換えれば歴

史を学ぶとも言えるかもしれません。本日の小田様か

らのお話も、まさに一つの歴史の学びであろうと思い

ます。ウクライナでの紛争の発端となったクリミア

は、過去に何度も紛争の火種となった、いわば「いわ

くつきの地」であります。しかし人はそうした歴史を

忘れてしまい、あげくまた同じことを繰り返していま

す。 

 少し話は違うかもしれませんが天災に対する私たち

の意識も似たようなところがあるように思います。熊

本も１００年ほど前に熊本城の石垣が崩れるほどの大

地震があったにもかかわらず、「熊本では地震はあま

り心配ない」といった、なにか暗黙の認識がなかった

か。歴史を学び、それなりの心構えをしていれば、も

しかすると行政としても、もっと適切な対応ができて

いたのではないか。 

 その意味で、紛争防止もやはり過去の学びから得る

ところが大きいのではないかと思います。政治的な

テーマとは一定の距離を保つことがロータリー活動の

一つの方向性ですが、紛争防止を掲げるのであれば、



今後は、ロータリーとしてもそうした従来からの方向

性ともうまく折り合いをつけながら、若干政治色のあ

るテーマについても色々と勉強をする機会をつくって

いくことも必要なのかなと、今月のプログラムを検討

しながら、そんな感想をもったところでした。 

 とは言え、われわれが紛争防止のためにできる最大

の活動は、民間同士の交流を活発化させることです。

ご承知のとおり、例えば共産主義国の中国にもロータ

リークラブはあります。北京と上海に２つのロータ

リークラブがあります。また米山奨学生としてこれま

でも熊本を含め、全国に多数の奨学生を中国から受け

入れています。そうした個々人間（ジンカン）の交流

の橋渡し役としてのロータリー活動の重要性は、争い

の無い世界をつくるために、今後益々高まっていくも

のと思います。 

 全世界にあまたあるクラブの一つではありますが、

人吉ロータリークラブとしても、その役割の一助を担

えるように、「平和構築と紛争予防月間」の２月を、

皆さんとともに、これからの国際奉仕の在り方を考え

ていく一つのきっかけにしていければと思います。引

き続きどうぞよろしくお願いいたします 

 以上で、雑駁ではありますが、本日の私の会長の時

間とさせていただきます。ご清聴、ありがとうござい

ました。 

   

 

        幹事 加登住 亮 
 

≪連絡事項≫ 

・メルボルン国際大会ご案内と登録のお願い（回覧） 

・地区よりＲＹＬＡセミナー開催案内（回覧） 

・豊岡ロータリークラブよりお礼状（回覧） 

・第21回ロータリー全国囲碁大会のご案内（回覧） 

・ハイライトよねやま275号（回覧） 

・指宿ＲＣ報（回覧） 

 

    委員長 平山 修 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 北 昌二郎会員より、「亡母会葬お礼」として、Ｒ財

団、米山記念奨学会、人吉ＲＣ奨学基金委員会へご寄

付がありました。 

 

 

 

【職業奉仕委員会】     委長長 中川貴夫 
 
    「優良職員表彰式」について（お願い） 
         
 委員会年間計画では表彰式を4/7例会としておりま

したが４月は地区大会の準備があり時間がございませ

んので、理事会へ5/12へ日程変更をお願いしました。 

 つきましてはご推薦を宜しくお願いいたします。 

     表彰式   ５月１２日例会 

     推薦書締切 ３月３１日(金) 

 

 

【雑誌委員会】  

  

  ロータリーの友２月号紹介  
               
       公共イメージ委員長 

            増田隆二 

 

 ロータリーの友２月号の紹介です。 先週話をいた

だきまして電子書籍で読ませていただきました。パス

ワードが先月から変更になっているので事務局にお尋

ねください。 

 まずは表紙をご覧ください。電子書籍では見開きで

見れないので最初なんだかわかりませんでしたが、冊

子を見開きにしてみるとわかるようになっています。  

  今年度は多才な障害者アートということで作品が掲

載されています。今月はみんなで色を塗った紙をペタ

ペタ、ペタペタ貼り合わせた「金棒（かなぼう）ロ

ケット」が宇宙の中を飛んでいるようなデザインで

す。とげとげの部分は公園で集めたどんぐりで、背景

の宇宙空間は作業場の床だそうです。２月なので節分

の鬼を連想したのでしょうか。 

※金棒（かなぼう）：「鬼に金棒」元々強い人が力や

道具などを得てより強くなることを意味する 

では、横組みから 

 ２月は平和構築と紛争予防月間です。また23日は

ロータリー創立記念日です。そこで「友」創刊70周年

特別企画として、写真家千葉さんの「１枚の写真を前

に人々は何を感じ、考えるか」が特集として組まれ、

写真が８ページから19ページにわたって掲載されてい

ます。この一年間のロシアによるウクライナ侵攻やト

ルコシリア大地震の悲惨な状況をテレビ越しに見せつ

けられていますが、写真を通して世界には戦争・紛争

が起こっている地域が幾つもあり、その中で何が起

こっているのかを改めて認識させられます。ロータ

リーとしては平和構築と紛争予防月間なのですが。 

 20ページをご覧ください。「おめでとう！大阪ロー

タリークラブ創立100周年」が紹介されています。 

昨年11月18日開催でちょうどコロナ第７波と８波の間

で盛大に開催されたようです。写真を見ると海外の方

も多く、ノーマスクに立食パーティーのようですが 

片手にはマスク握って写真のポーズ取りの時だけ外さ

れているようで、しっかりとした感染対策のもと開催

されたようです。 

 22ページからは10月24日の「世界ポリオデー」にち

なんだ日本各地で行われた取り組みが紹介され、23

ページ中段に西天草RCの募金活動が掲載されていま

す。 

現 会 員 数   48名 出席免除会員数 1名 

出席義務会員数 47名  

欠 席 者 数 15名 
 

出 席 者 数 32名 

免除会員出席数 0名 ZOOM(1) 会場(31) 



 30ページには、おいしい生活のためのヒントとして

「ちょっと細菌、発酵食品」の話が載っています。 

 最近私の頭の中では「生まれたての赤ちゃんの腸内

細菌叢がその子の将来に影響する」がトピックになっ

ていまして、また別の機会にお話しできたらと思いま

す。 

次に縦組みです。 

 ４ページからの記念講演要旨は「人の出会い他者の

ために生きる」と題してセブン銀行顧問の安西さんの

話が掲載されています 

 ９ページこの人訪ねて 奈良ロータリクラブの柳沢

育代さんが紹介されています。奈良の大仏さんの老舗

の包丁屋さんの話です。 

 13ページ卓話の泉には、「骨髄バンクのドナー候補

になったら」が掲載されています、会員の皆さんがド

ナーになるには年齢的問題があるかもしれませんが、

HLAが一致するのは兄弟姉妹の間で25％、非血縁者間

ではわずか数百から数百万分の一の確率です。社員や

身近にドナー候補者がいる場合には、快く送り出せる

ような環境を多くの企業が整えていただくことが必要

と述べられています。 

 15ページ俳壇では、憧れの夏井先生に選句された日

田RC梅野様の「教卓のコスモス揺らすは始業ベル」素

晴らしい句です。 

 16ページ友愛の広場では、八代南RCの下田様の

「ロータリーの友情と娘の留学」の投稿が載っていま

す。26ページ下段ROTARY AT WORKの中に、大分RCの

「子ども食堂を視察しました」の投稿が掲載されてい

ます 

以上、ロータリの友２月号の紹介でした 

 

 

 

【国際奉仕委員会】 
 
  平和構築と紛争予防月間 外部卓話 

 

講師紹介 渡辺洋文委員長    

  

 

 

    講師 小田 孝志 様 

 

 

 

 

昭和20年8月15日生まれ 

昭和39年3月 新潟県立新津高校卒業 

昭和45年3月 慶応義塾大学経済学部卒業 

昭和47年3月 慶応義塾大学院商学研究科修士課程 

            同大学院修了。 

昭和60年4月 株式会社メインテック設立 

      今日に至る。 

            (ビル、マンション管理等） 

 

東京新宿ライオンズクラブ約16年在籍 

東京お茶の水ＲＣ 約14年在籍 2016年会長 

合計30年間の国際奉仕団体を経て、その後退会。 

 

  

  「風化するノモンハン事件の跡地を訪ねて」 

 

 モンゴル 

・人口約320万人 半分が首都ウランバートルに 

・国土 日本の約4倍 

・言語 キリル語 ロシア語に近い 

・標高 首都ウランバ－トル 約1,350ｍ 

・気温 夏9度～22度 冬－25度～－30度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノモンハン事件慰霊祭 

1935年5月戦争 

ハルハ川戦争の跡地を

訪ねて 

 

 

日本、ロシア 各文献 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・1939年９月１日ナチス．ドイツは、ポーランドに 

 進行開始 スターリンも即時、ポーランド侵攻の 

 ため、ノモンハン事件は、停戦合意。 

 

1939年５月～８月末まで（約４ケ月間） 

・日本人の戦死者   約20,000人 

・ロシア.モンゴル人 約25,000人 

・ロシアは、新型戦車、武器、兵隊支援のため、 

 約600ｋｍの鉄道を敷く。 

・日本は、支援部隊 後方約600ｋｍ。 

 支援はごく僅か 



ウランバートルから 

７００ｋｍ飛行機。 

そこから３００Km位悪路 

ようやく地の果てに到着 

 

 

 

ノモンハン周辺は、３６０

度地平線が見える平坦。 

戦時は、隠れるところが全

くないため、塹壕での戦

い。 

 

 

ロシア、モンゴル側の巨大

な戦勝記念碑 

兄弟が戦士したという人逹

が墓参。 

 

 

 

ロシア側から見下ろす。 

ハルハ川の向こうは、日本

軍側。平原のため隠れると

ころない。 

 

放置されている戦車。 

日本人が慰霊に来ることは

皆無。日本人の慰霊碑に線

香と花を添える。日本兵の

ヘルメットには銃弾が貫通

していた 

 

 

日本人側。 

般若心経による慰霊。 

 

 

 

モンゴル人側の慰霊。 

 

 

 

 

モンゴルの西 オルホン渓谷

（ＵＬＢから西へ約700ｋｍ） 

モンゴルの秘境には、今も古代

魚が棲んでいる。 

対岸の崖には狼や鹿の獣道が見

えた。 

ロシア製の近代的な戦車 

戦勝記念碑にて 

 

 

 

 

 

 

雨でスリップ。全員で手押しで 

ようやく上った。 

 

 

 

 

 

 

 

ロシア国境付近 

人は全くいない 

 

 

 

金や石油も出ない、この地を占領しようとした、 

大日本帝国陸軍。 

ノモンハンで約４ケ月間 ２万人ともいわれている 

日本の戦死者 ご冥福を祈ります。 

 

ご静聴ありがとうございました。 

 

 

 

【寄付カード】 

〈ニコニコ箱委員会〉 

・青木会長 小田様、本日は貴重な卓話、有難うござ 

 いました。せっかくですので人吉の温泉でも満喫し 

 てお帰り下さい。              

・井手会員 小田様、歴史の貴重な一コマの卓話あり 

 がとうございました。先日初孫が生まれました。 

                      

・加登住幹事 小田様、ご来訪、ご講演ありがとうご  

  ざいました。                              

・渡辺会員 小田さん、卓話ありがとうございまし 

  た。                                      

 

〈Ｒ財団委員会〉 

・中川会員 小田さん、貴重な卓話ありがとうござい 

 ました。戦争の無い世の中になるように期待しま 

 す。また、明日は釣りとのことですが、楽しまれ、 

 気をつけてお帰り下さい。重ねてありがとうござい 

 ました。                  

 

 

         点 鐘   青木一幸 会長   

 

 

 

 

 

 


